
議会報告会実施報告書 

開 催 日 時  平成２４年１１月１０日（土） １４時～１６時 

開 催 場 所  西部文化会館 大ホール 

班 長 尾倉あき子 

司 会 者 山崎雄史 

記 録 者 坂口光男 山崎雄史 尾倉あき子 

出 席 議 員  

そ の 他 

（班員）７名 
尾仲利治 梅田宏希 遠藤恒司 辰巳浩司 寺井吉広 西川あゆみ  
木下康子  
（班員外） １３名                       

参 加 人 数      ５３名 
報告内容に関

する質疑応答 
 
 
 
 
 
 

質疑応答 
 質問  明石駅前再開発計画はどこがどう活性化するのか具体的な数字を上げて説

明してほしい。 
 回答  雇用創出、にぎわいづくりで貢献できる。また、昨年見直しがあり市負担

が縮減できた。 
 
 質問  ９月定例市議会で明石駅前再開発事業の請願が採択されたが、財政的な裏

付けがない。 
 回答  大きな事業であるので、最終的には費用がどうなるかこれから詰めていく。 
 
 質問  議会開催日数はどれくらいか。開催日数に対して報酬は伴っているのか。 
 回答  開催日数は年間９０日ぐらいであるが、閉会中にも委員会を開催し審議し

ている。 
 
 質問  明石駅前再開発に関する資金計画では２６６億円とあるが、中身について

は不透明であるがそれが適正かどうか。 
 回答  公共事業の積算に基づいて作成された資金計画である。経済効果は１０年

間で３３０億円、雇用の創出も１０年間で２，０００人と見込まれる。明

石駅は１日１３万人の乗降客があることから、駅南への回遊性についても

魚の棚へのデッキの設置も計画されている。 
 
 質問  トータル資金の２６６億円は入札で決まっているのか。 
 回答  設計図面を作らないと金額が出てこないことから概略で出ている。 
 
意見  明石駅前再開発については住民投票をした方がいいのではないか。 

 回答  議案提出もされていないので現時点では何も言えない。 
 
意見  １１/１号の市議会だよりで明石駅前再開発事業の請願がトップページに

載っているが理解できない。採決で反対の討論はあったが、賛成の討論は

なかった。自分の意見をはっきり言えないのであれば、定数も少なくてよ

い。以上のことから定数、報酬も住民投票で決めるべきである。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 

 意見  明石駅前再開発計画について平成２２年２月のパブリックコメントに批判

的な意見がなかったとの報告であるが、市民には何も聞かされてなかった。 
 アスピア明石、大蔵海岸の赤字も市民に知らされていない。もっと市民に

情報を提供すべきである。 
 回答  再開発計画については、平成２２年１０月に連合自治協議会の役員を含む

市民を対象とした再開発説明会を３回開催し、その後にホームページや広

報あかしで説明している。 
 

主な意見・提

言・要望と応答 
 

 質問  市職員の給料が高いと思うがどう思うか。議員の報酬も高いと思う。 
 回答  市の財政状況から、２年前から下げてきている。 
 
 意見  一人一人の議員が報酬に見合う仕事をしてほしい。 
  
意見  議員定数、報酬については詳しい説明があったのに、明石駅前再開発につ

いてはそこまでの説明がなかった。 
 
 意見  明石駅前再開発の住民投票については、特別委員会を設置して議論すべき。 
 
 意見  市議会が市民に十分な説明を果たしていない。 
 
 意見  もっと早く正確に市民の意見を吸い上げていかに反映するのか。 
 
意見  議会報告会の内容をホームページに早く掲載してほしい。 

 明石市市議会活性化特別委員長 様 
    平成２４年１１月１５日 
       上記のとおり報告します。 

                        班長  尾倉 あき子    


